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澱
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史
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ど
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滋
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。
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仏
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篠
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。
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年
来
年
始
の
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迷
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。
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れ
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・
銭
形
外
科
、
内

認
同
月
想
的
白
か
ら
Z
R月
3
M
n
ま
で
の
閥
、
年
末
は
同
月
部
自
ま
で
、
年
始
は
1

・2
内
科
、
小
;
小
鬼
一
科
、
盛
時
間
i
産
婦

終
℃
患
の
受
澄
お
よ
び
死
体
捜
火
葬
許
月
4
日
か
ら
開
館
し
ま
す
ロ
人
町
村
、
官
『
:
写
融
持
科
、
皮
;
皮
譜
科
)

河
内
十
}
庁
総
下
喜
重
で
殺
り

A
f
・

中

央

公

民

銀

今

日

富

豪

襲

撃

一

所

な
お
、
東
葛
中
器
地
区
総
会
凋
発
事
市
史
的
ご
利
用
は
年
末
の
は
丹
幻
自

V
融
制
蜘
関
口
同
月
部
門
口
か
ら
l
n月
3
B

務
相
組
合
の
火
葬
場
「
み
た
ま
苑
(
品
開
市
ま
で
@
年
始
は
1
月
5
日
か
ら
で
す

6

マ
時
間
関
午
銭
。
d

時
か
ら
亙
午
ま
で

布
議
)
し
は
‘
路
湾
出
品
目
か
ら
1
月

2

V

嶋
崎
新
宮
市
総
会
総
主
総

門
口
ま
で
休
ま
せ
て
い
た
だ
尋
ま
す
e

軍
法
滋
郎
防
体
問
絞
と
診
療
代
殺
は
お
れ

ず
に
ど
待
券
〈
だ
語
い
a

明

V

問
問
い
合
わ
せ
徐
器
輸
帆
慾
終
判
付
仏
側
僚

級品同〈
u
m
J
1
3
1
1

併
用
問
院
総
撚
献
時
、
ゆ
槻
品
仏
品
開
八
対
紬
聞
と
も
年

来
は
刊
日
開
月
鋭
踏
ま
で
。
年
品
開
時
M
I
m
n
6

あ
ハ
ハ
目
円
減
ハ
U
i

謂
翻
草
田
尚
一
階
に
き
ら
さ
れ
て
す

覇

時

ピ

が

U
ど
く
、
は
と
ん

晴
雄
ど
が
量
毒
事

欝

抗

手

盗

難

に

あ

い

乗

り

料
開
吋
捨
て
ら
れ
た
も
の
と
怒

融
脳
性
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
霊

髄

ト

署

雲

的

大

き

な

燦

曜

計

惑

と

な

ぞ

い

ま

し

た

覇
寸
が
、
ニ
れ
で
だ
い
ぶ
ス

覇
州
ッ
雪
。

畷
麟

A

な
持
、
嫌
米
零
れ
た

務
総
棋
で
、
総
緩
め
わ
か
る
も
の

ι

つ
い
て
は
後
部
哨
脱
線
い
た
し
ま
す
益

V
問
い
合
わ
せ
治
則
内
宇
治
滋

A
Y休
m
M
治
勢
際

部
品
本
部
品
知
的
拘
一
議
耐
慨
は
下
殺
の
漁
り

で
す
。
い
ず
れ
も
絞
療
時
総
は
午
前
9

時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
。
な
お
、
問
問
月

間
凶
器
か
ら
1
月
3
日
ま
で
の
側
、
テ
レ
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教
霊
自
転
車

5
6
7台
告
撒
去

オ
リ
ジ
ナ
ル
韓
審
は
全
躍
で
も
初
め
て

務
奈
川
賞
品
峨
デ
ミ
に
つ
い
て
は
、
中
仇

め
一
繍
り
特
別
問
帆
集
を
行
い
ま
す
α

秒
間
月
鴻
日
大
・
金
コ

1
ス

@
M
M

同
月
四
日
日
本
e

土

コ

ス

@
M
M
R

月
初
日
月
・
本
お
よ
び
火
・
金

コ
;
ス

な
お
、
年
鈷
は
l
R
5
日
(
土
)
か
ら

平
常
通
う
間
弘
義
を
お
↓
い
ま
す

a

相
棋
轍
韓
議
罰
嗣

i説
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2 こて怒
5 受もさ
5 語、れ
5 しなま

てるす

側
関
一
戸
、
制
概
戸
新
聞
閥
、
州
制
一
円

1
1
3
γ
閥
、
漁
協

l
i
4ず
段
、
榔
料
開
知
子
‘

災
時
拍
手
新
聞
閥
、
内
問
山

ω
1
1
3
γ
段
、
本
前
向

1
i
3一j
段
、
お
叫
鵬
、
久
也
守
家
、

つ
く
し
齢
制
、
総
本
会
開
問
地
〈

3
珍
線
、

H
H
i
n琴
線
、
判
例

i
総
号
機
、

州制

i
川
刊
紙
ワ
附
問
、
削
引
j
m
m
号
機
、
刊
け
号
棟
、
判
引

i
制
時
令
後
)

亙二二皇室
1月7日似)から 1

1丹7日(ぬから

1月78ぬから

1月8B~主}から

1丹1容器鋭から

よ
る
今
年
3
総
凶
制
的
手
総
浴
ク
り

i

ン
作
戦
が
‘

n
n
5認
に
叫
日
わ
抗
ま

し
た
。
叩
四
号
つ
め
前
市
が
務
総
し
、
午

前
例
中
的
3
時
総
で
開
制
欲
し
た
守
口
、
旬
、
は

6
ト
ン
品
位
〈
も
。

た
め
、
治
に
流
れ
込
ん
だ
ゴ
ミ
は
い

く
ら
か
織
づ
て
い
る
と
は
い
う
も
の

の
司
機
材
‘
ド
ラ
ム
カ
ン
、
た
た
み
、

タ
イ
ヤ
令
yh
が
続
々
介
検
問
げ
怒
れ

ま
し
た
ー

ま
た
、
あ
い
か
わ
ら
ず
多

い
の
が
祭
き
カ
ン
.
浅
制
剛
い
い

は
ピ

yvりし
r必
占
有
機
で

品
刊
で
内
線
級
は
お
手
上
げ
。

「
一
人
口
と
り
が
最
低
限
の

7
ナ
ー
を
守
っ
て
く
れ
な
け

れ
ば
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も

き
札
い
に
な
り
ま
せ
ん
。
し
と

同
国
当
者
も
暗
い
顔
。

沼
{
凡
滋
溶
か
ら
絞
れ
る
齢
制
為
的
向
、
内
管
然
、
ん
で
す
。
本
HH態
爽
き
ん
、
中

そ
し
て
わ
か
り
議
い
鱗
組
内
閥
必
閥
後
書
ん
、
袋
線
機
滋
、
来
持
大

端
科
M
相
手
岬
略
純
絹
関
川
で
は
♂
仰
が
ニ
協
削
助
教
が
そ
の
中
心
。
総
念
と
な
る
綴
1

偽摘の
wmL
的
テ
レ
ホ
ン
サ

1
r
ス
を
附
悶
悶
闘
の
吋
設
が
そ

t

脅
級
事

絡

め

ま

し

た

。

鈴

り

斜

え

ま

し

た

b

3
分
も
の
の
こ
の
テ
ー
プ
内
総
憾
テ
レ
ホ
ン
サ

i
ピ
ス
で
は

は
、
官
同
協
封
印
に
こ
し
て
世
帯
た
ば
か
り
今
後
、
半
舟
ご
と
に
‘
学
問
制

的
泌
総
務
総
研
鈴
援
で
、
独
自
め
の
腐
が
総
介
さ
れ
て
ま
す

6

寸
務
終
的
声
し
の
テ
レ
ホ
ン
サ

1
ピ
日
明
、
を
か
な
か
開
聞
け
な

ス
法
、
念
間
闘
で
も
初
め
て
と
的
こ
と
a

い
齢
制
鳥
的
背
は
と
て
も
新
鮮
語

『
コ
ガ
モ
は
小
が
も
、
開
ち
小
型
受
諾
一
様
の
「
野
鳥
」
が
い
つ

の
カ
モ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
・
・
・
」
ぺ
ん
に
好
き
に
な
っ
て
し
ま

解
設
の
京
事
込
み
を
組
担
当
し
て
い
い
ま
す
。
一
度
F
イ
ヤ
凡
を

る
の
は
我
孫
子
官
開
設
の
歓
送
委
員
会
回
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

あ

び

こ

あ

第651号

れ

れ

綱、
色司自
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「
?
?
の
政
機
料
弾
一
法
ン
タ

l
ん」

(
金
問
闘
食
山
内
事
総
総
合
溶
合
会
主
催
)

悶
市
予
選
で
…
一
一
ツ
本
古
都
子
さ
ん
が
由
時
代
表

に
機
ば
れ
た
包

ー
持
続
以
内
に
誤
明
暗
で
き
る
、

4
人

分
2
5
0
0
m門
以
内
‘
渉
戦
制
竹
殺
と
し

て
手
続
に
調
珊
械
で
祭
る
と
い
う
町
が
条

件
。
機
り
付
け
や
味
は
も
ち
ろ
ん
、
準

緩
や
後
か
た
づ
け
ま
で
採
ト
註
さ
れ
る
。

後
は
こ
と
し
で
2
包
目
会
昨
年
、
入

会
し
て
い
る
摘
費
者
町
会
か
ら
、
コ
ン

タ
i
ル
へ
の
挙
制
刷
会
ぬ
め
ら
れ
た
a

跡柄

拘
明
り
前
倒
誌
だ
っ
た
。
あ
わ
て
て
応
募

し
た
L

と
こ
ろ
線
総
3
佼
に
。
今
思
は
十

分
以
機
蛸
却
を
織
っ
て
参
加

E

山
即
日
間
作
は
「
手
ま
り
忽
ミ
I
E
V
ボ
l

消
費
棋
哲
郎
部
幾
前
進
焚
者
が
康
上
河
合
校
か
ら
機
泌
を
銭
入
す
込
の
撤
防
ま
た
は
知
義
的
解
除
が
で
き

ク
レ
ジ
ソ
ト
を
め
ぐ
る
桃
山
賀
高
ト
ラ
る
に
あ
た
り
、
隊
総
会
社
が
諸
費
者
に
る
判
例
庶
〕
が
絞
め
ら
れ
て
い
ま
す
a

プ
ル
内
機
加
に
対
処
す
る
た
め
、
部
献
代
わ
っ
て
鋭
従
業
者
に
商
品
の
代
金
会
こ
の
期
間
が
、

4
8
か
ら
7
日

ι縫

縦
深
川
関
心
V

今
年
5
月
に
持
設
さ
れ
、
均
一
総
で
支
弘
い
あ
と
か
ら
消
費
胤
鳴
が
淡
さ
抗
ま
し
た

2

ね
り

E
R
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
砂
筑
波
会
社
に
分
綴
で
支
払
う
初
制
約
〉
縁
寺
後
望
ま
れ
る
点

主
な
改
亙
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。
が
新
た
に
規
制
制
的
対
象
に
な
り
ま
L
P
h。
そ
の
抽
出
担
削
減
会
校
内
総
附
刷
機
盗
に
持

論
醐
用
対
象
総
倒
的
紙
大
政
統
治
で
は
、
綴
必
が
綴
か
な
い
時
し
捕
獲
殺
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
削
除
議
が
同
国

間
凶
開
制
削
除
糊
購
入
あ
っ
サ
ん
契
約
一
波
や
総
ふ
じ
欠
陥
が
あ
っ
た
時
等
に
は
、
ら
れ
る
な
ど
、
改
正
接
は
多
く
町
点
で

滋
賀
詩
片
山
総
脱
会
社
ず
句
的
支
払
議
惜
事
情
絞
殺
傑
議
を
ム
前
進
さ
せ
て
い
ま
す
。

令
絞
指
向
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
気
減
ら
れ
た

仇

こ

れ

は

要

謀

総

」

と

き

レ

ジ

ャ

ー

会

員

権

、

リ

よ

驚

サ

ー

ま
れ
る
も
の
で
議
後
な
炊
添
加
引
い
で
す
。
ピ
ス
に
問
問
迷
子
品
物
仇
約
め
ト
一
フ
プ
け
げ
が

ま
た

z

般
公
燃
料
削
も
増
や
さ
れ
、
今
急
増
し
て
お
り
、
裁
判
制
的
早
急
な
実
現

防
「
隊
機
品
民
総
」
ぷ
ぬ
絞
品
一
等
の
4

が
緩
ま
紅
て
い
ま
す
。

震
が
追
加
指
定
き
れ
て
い
ま
す

η

マ
淡
後
輩
由
情
相
畿
毎
滋
水
管

ク
ー
リ
ン
ゲ
・
オ
フ
揃
開
制
問
抑
制
柚
齢
世
午
隣
同
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
泌
総
綴

訪
問
同
席
眠
中
光
州
間
約
に
お
い
て
は
ク
I
リ
談
室
今
後
半
舶
に
よ
ゐ
受
付
は
随
時
市

品
拡
散
公
擦
と
滋
窓
会
融
諮
問
内
貸
付
創
刊

率
的
義
(
3
%
の
線
開
閉
内
)
を
お
年
間
一
一

利
子
世
間
給
し
ま
す
。
な
お
対
象
議
側
酬
は
一
一

逸品吊
3
0
0万
内
を
ト
燦
と
し
て
h
ま
一
一

手
、
滋
除
機
成
、
役
府
議
墾
守
に
よ
二

号
拍
車
わ
り
ま
す
a

一

銭
し
く
は
「
利
子
補
給
制
度
的
療
内
い
…

の
た
め
事
授
が
指
定
す
る
念
激
脳
間
関
か
(
建
築
詣
議
議
で
認
申
叩
〉
を
平
総
く
だ

ら
融
資
キ
長
け
て
紛
銭
、
ま
た
は
臨
時
入
き
い
。

し
た
滋
に
対
し
て
利
子
的
補
給
走
行
う
甲
申
ゐ
織
防
総
裁
念
滋
機
関
よ
り
融

も

の

で

す

。

資

合

後

け

た

お

の

瑚

お

お

か

ら

ね

ι
算
し
て

キ
鳳
ム
肢
か
ら
は
、
こ
れ
ド
話
出
漁
す
る

6
か
月
以
内
。
申
込
用
訟
は
車
内
内
側
畑

中
古
住
宅
を
総
入
す
る
縫
合
い
い
も
滅
削
川
匂
一
金
融
機
関
に
あ
り
ま
令

c

に
な
り
ま
し
た
の
で
ご
終
燃
く
だ
さ
い
a
V
四
国
い
合
わ
せ
捲
築
綴
織
綴

マ
資
格

ω殺
作
知
子
務
に
2
年
以
上
居

持
出
し
て
い
る
方
〈
談
滋
し
な
い
場
合
で

も
一
域
内
に
2
年
以
上
居
住
し
て
い
れ
ば

2
分
的
ー
を
締
結
)

幼
年
間
同
の
合
計
収
入
品
脱
側
酬
が
6
0
0

万
円
以
下
の
ガ

ω市
制
悦
を
勾
納
し
て
い
る
方

マ
繍
給
食
綴
お
よ
ぴ
綴
給
期
間
住
宅

低少一民

l

一
一
一
一
…
…

へ義一
S
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一
言
1

2
…
タ
ω
一

iv付
一
摘

A

4

Rnπ
引
斗

1
4
1
1
1一
(

!
l
j
-
破
信

i

l

I

ι

一

相
一
繍
統
一
縦
一
側

一
明
一
軒
豆
州
U

M
V

守
…
隠
鴇
…
を
A

一
作
作
V

一
創
“
m

'
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)

一

品

開

肉

M
V
}
傘
竺

物
一

'
n

麦

由良句

z
f小

中
古
住
唱
の
購
入
に
も
適
用
と
な
り
ま
す

市
で
は
住
宅
建
議
資
金
的
利
子
機
絡

会
一
行
っ
て
い
ま
す
。
ニ
れ
は
役
宅
金
建

築
す
る
た
め
に
、
佳
品
佑
金
融
公
繍
か
ら

融
資
を
受
け
、
な
お
叫
綿
織
府
刺
殺
が
不
足

る
。
「
ぞ
れ
よ
り
も
滋
校
時
代
か
ら

繁
絞
め
食
学
ぞ
作
っ
て
い
た
こ
と
の

ふ
力
が
‘
と
め
に
な
っ
て
い
ま
す
L

モ
ソ
ト
i
は

4
平
時
服
料
糊
鳴
が
一
議

「
お
い
し
く
て
緩
情
的
P
、
そ
め
上

ヒ
ン
ト
4

。
ど

i
中

ン

、

一

長

ネ
ギ
、
キ
ク
ラ
ゲ
を
千
切
り
に
し
て
混

ぜ
、
ミ
l
ト
ボ

i
nル
に
ま
い
品
し
付
け
る
。
め
で
、
総
長
引
い
た
円
で
は
っ
と
議
そ

そ
れ
を
核
L
、
持
裂
ソ

f
ス
を
掛
け
る
。
ん
す
る
。

子
ど
も
た
ち
の
評
判
が
良
か
っ
た
の
が
、
一
一
一
ヴ
木
さ
ん
町
母
堂
は
有
名
な
れ
仇
料

力
強
い
支
~
え
と
な
っ
た
a

捜
索
。
そ
ん
な
時
念
に
つ
い
て
、
ホ
テ

「
期
制
措
仕
万
淡
に
は
油
開
く
、
殺
ゐ
、
い
ん
の
一
樹
園
聞
で
宇
品
出
唱
で
い
た
時
期
も
あ

十
位

宵
叩ん

々
ぐ子憲木y
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抽
出
焚
絞
め
殺

rも
週
五
百
委
員
と
し

て
神
的
即
時

J
主
人
と
協
力
し
て
刷
用
を

つ
〈
り
、
野
菜
を
自
給
す
る
。
山
一
ワ

ト
リ
2
m掛
か
ら
織
を
と
る
。
制
的
味
、

自
然
の
お
い
し
宰
M
M
十
待
感
知
摘
み
匂

来
年
2
月
約
念
総
ふ
入
金
に
向
け
、

吋
千
滅
的
特
色
一
本
止
と
め
注
文
に
工

品
〈
を
こ
ら
す
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今
後
は
泊
費
殺
逐
動

に
加
え
て
も
心
身
障
籍
者
内
務
さ
ん

品市一同宜的
M
W

開
。
コ
ガ
モ
よ
り
惜
し
火

き
い
カ
モ
で
す
。
時
離
は
献
酬
が
燃
と
淡
賞

色
と
縁
色
町
組
合
せ
に
よ
る
同
い
換
機
と

、
l
'

泌
総
に
お
い
縦
絡
が
あ
る
の
が
特
急
1

科

離

は

Z
Z蛾
に
は
寸
似
て
い
ま
す

そ
が
、
や
や
文
き
く
て
明
町
築
畿
に
間
門
町
都

カ
的
点
差
が
あ
り
ま
す
。

、，J

手
賀
誌
に
b

守
備
時
と
し
て
絞
っ
て
来
ま

ガ

す

が

設

ゃ

な

く

‘

撃

1
1
3羽
程

/
句
、
殺
で
す
ゅ
よ
く
コ
ず
モ
の
群
れ
に
混
じ

勺
て
い
ま
す
。
飽
の
カ
モ
よ
り
お
そ
く

縫
っ
て
来
て
、
早
〈
去
っ
て
し
事
つ
よ

う
で
す
也
{
軍
奥
山
ザ
縄
問
一
平
女
醗
蟻
敏
夫
〉

ト

市
で
は
緩
や
杭
在
宅
ね
た
き
り
恋
人

れ
ぬ
よ
が
議
戒
心
身
障
害
者
的
万
で
‘
入

お
の
と
き
介
護
が
凶
掛
雑
音
品
商
事
ん
に
、

絡
動
入
浴
車
を
品
刊
同
制
し
て
入
浴
サ
i
k

ス
事
殺
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
さ
ら
に
久
濠
苑
に
寝
た
ま

ま
、
ま
た
は
事
イ
え
の
ま
ま
乗
車
で
き

る
持
株
翰
滋
車
が
忽
描
糊
さ
れ
た
た
め
宅

市
で
は
同
苑
と
滅
カ
し
て
、
機
滋
入
浴

叶

i
ピ
ス
単
品
痛
を
A

灯
、
フ
ニ
と
口
な
り
ま

し
た
。緩

急
ん
的
~
一
利
閣
を
お
待
ち
し
て
い

差益官官会の特搬入i益事

久遠苑にも韓日備

V
問
問
い
合
わ
せ
福
祉
議
ま
た
は
久
淡

苑
官
一
一
昨

)
3
2
4
1

「
工
業
統
計
総
殺
し
が

ω月
抗
日
夜

荘
で
日
付
わ
れ
ま
寸
。

対
他
県
は
制
桝
滋
裁
に
同
相
す
る
事
業
所
で
‘

災
総
務
数
や
製
造
ロ
剛
一
路
夜
結
聞
な
ど
を
哨
制

官
躍
し
‘
我
が
留
め
工
業
内
楽
移
を
柑
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
同
倒
的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
十
指
摘
を
中
心
と
す
る
よ
ネ
ル
キ

l
滞
緩
め
災
総
お
よ
が
動
向
を
把
握
す

る
た
め
、
跡
地
絞
殺
知
人
以
上
司
事
業
所

に
つ
い
て
は
あ
わ
せ
て
「
石
油
等
梢
殺

構
造
統
計
諮
査
が
堤
橋
幸
れ
ま
す
。

年
末
年
始
的
お
校
し
い
腕
吋
抑
制
で
す
が
、

ご
浪
カ
を
お
燃
い
数
し
ま
す
。
(
会
醤
課
)

耕
輔
賦
販
売
法
ス
タ
ー
ト
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